
○航空需要の増加や人手不足等を背景に、
AI・ロボティクス証等を活用したデジタル
化・高度化が急速に進展。

【概要】 空港技術の海外展開方針

AIによるターンアラウンド管理
（フランクフルト国際空港）

○世界的に航空需要が増加し、空港ではAI・ロボティクス・IoT・生体認証等先進技術の導入が加速。
○本邦企業による空港インフラ展開を効果的に進めるためには、これまでの取組、海外における空港技術の動向及び本邦企業
が抱える課題や支援ニーズを総合的に整理した上で、その分析を踏まえた戦略的な対応が不可欠。

背景

空港技術に関する海外動向 外国政府等による自国企業支援策 海外展開した際の成功要因・課題、
本邦企業が求める支援策

今後の取組方針・講じていく施策例

旅客フローモニタリング
（フィウミチーノ国際空港）

○海外の技術基準整備状況調査・情報提供
○国際標準化・認証取得に向けた支援

標準化・
認証取得支援

○展示会を通じた本邦空港技術のPRの後押し（国際展示会へのジャパンパビリオンの出展による発信等）日本政府との連携明示

○JICA等と連携した情報の整理・体系化、情報提供（セミナーやパンフレットを通じたPR、各種海外空港案
件の情報提供、主要国の海外空港に関するデータベースの構築等）情報提供

○JICA等と連携した効率的なスキームの検討（ODAの活用促進や上流段階からの案件参画に関する検討 

等）
資金・融資支援

マッチング・
ネットワーク

〇相手国と本邦企業のニーズマッチング支援（現地でのセミナー実施等）
○本邦企業同士の協業に向けた情報収集整理・ネットワーク構築支援（データベースの構築等）
○研修プログラムの実施を通じた能力開発・理解促進（日本への招聘等）

○各国では、①研究開発資金支援、②実
証実験環境整備、③規制・認証・国際連
携、④自国の交通・産業政策の売り出し、
⑤市場情報・展示会支援等、⑥資金調達
支援・信用保証等の支援を実施。

○ビジネスマッチング支援等の非資金的支
援を行いつつ、企業側のさらなる対応促
進のために資金支援も実施。

○成功要因としては、技術力・機能性が最
重要。次いで日本政府等による支援や現
地パートナーとの連携も重要。

○課題としては、市場参入障壁や価格競争、
情報取得の難しさや資金・リスク面等。

○これらの成功要因・課題を踏まえ、状況
に応じた幅広い支援施策が必要。
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